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当
協
会
の「
地
域
活
動
支

援
基
金
」の
活
用
事
業
と
し

て
、平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た「
環
境
と
健
康
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成
事
業
」

「
環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
事
業
」、平
成
21

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
市

町
公
衛
協
事
務
局
活
性
化

事
業（
平
成
25
年
度
よ
り
市

町
公
衛
協
事
務
局
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
事
業
）」の
３
つ
が

あ
る
。こ
れ
ら
の
事
業
に
つ

い
て
、平
成
25
年
度
の
状
況

を
報
告
す
る
。

◆
環
境
と
健
康
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
助
成
事
業
◆

　

平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
の
事
業
は
、平
成
24

年
度
か
ら「
導
入
型
」「
発
展

型
」「
広
域
型
」の
三
部
門
で

行
っ
て
い
る
。平
成
25
年
度

は
、導
入
型
２
件
、発
展
型
８

件
、広
域
型
２
件
の
計
12
件

（
２
面
参
照
）で
あ
る
。助
成

件
数
の
経
年
変
化
を
み
る

と
、平
成
23
年
度
は
９
件
、

平
成
24
年
度
が
５
件
と
や
や

少
な
い
も
の
の
、例
年
10
件

以
上
の
申
請
が
あ
る
。

　

廿
日
市
市
佐
伯
公
衛
協
、

世
羅
町
西
大
田
地
区
公
衛

協
は
、今
年
度
初
め
て
申
請

が
あ
っ
た
。ま
た
、「
北
広
島

町
笑
顔
で
取
り
組
む
脱
温

暖
化
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

（
北
広
島
町
）は
、平
成
20
年

度
当
初
か
ら
継
続
し
て
申

請・実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

毎
年
、工
夫
を
こ
ら
し
た
活

動
を
行
い
、発
展
型
と
し
て

の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。こ

の
ほ
か
で
は
、世
羅
町
公
衛

協
は
、平
成
21
年
度
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
継
続
し
て

申
請
・
展
開
し
て
い
る
。ま

た
、福
山
市
泉
学
区
公
衛
協

は
、学
社
融
合
型
の
事
業
を

平
成
22
年
度
か
ら
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
度
助
成
し
た
事
業

は
、課
題
改
善
に
つ
な
が
る

　

平
成
25
年
４
月
、環
保
協
は
公

益
法
人
か
ら
一
般
財
団
法
人
へ
移

行
し
ま
し
た
。あ
ら
ゆ
る
面
で
独

自
性
を
高
め
、積
極
的
な
活
動
の

展
開
、新
た
な
収
益
事
業
へ
の
取

組
み
等
、す
べ
て
に
お
い
て
効
率
化
を
図
り
、

組
織
を
挙
げ
て
の
体
力
拡
充
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。▼「
新
し
い
酒
は
新
し
い
革
袋
に

盛
れ
」の
教
え
に
も
あ
る
よ
う
に
、我
々
地

区
組
織
も
協
会
と
と
も
に
変
革
を
意
識
し
、

新
た
な
実
践
活
動
へ
の
挑
戦
と
、確
実
な
成

果
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、取
り

組
む
べ
き
事
業
は
、公

衆
衛
生
大
会
で
賛
同

を
得
た
宣
言
に
明
確

に
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、こ
の
一
年
間

の
活
動
を
省
み
て
所
感
を
記
し
て
み
ま
し

た
。▼
第
一
は
、協
会
の
支
援
を
得
て
、組
織
間

の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
す
。他

地
区
の
実
情
を
知
り
、実
践
方
法
を
学
び
、

意
見
交
換
で
得
た
こ
と
は
必
ず
将
来
に
活

か
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。一
方
、地
区

で
の
組
織
強
化
に
資
す
る
人
材
育
成
は
、期

待
し
た
成
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。最
大

の
理
由
は
、人
材
発
掘
の
難
し
さ
に
あ
り
ま

す
。今
後
も
一
層
の
努
力
を
重
ね
る
と
と
も

に
、行
政
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。▼
基
金
活
用
事
業
の「
環
境
啓

発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」で
は
、応

募
実
績
が
質
・
量
と
も
に
年
々
向
上
し
て
お

り
、高
く
評
価
で
き
ま
す
。今
後
と
も
、作
品

を
暖
か
く
見
守
り
、有
効
に
活
用
し
た
い
と

思
い
ま
す
。▼
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
等
で
の
新
た

な
広
報
活
動
の
展
開
、新
規
事
業
の
立
ち
上

げ
は
、大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。継
続
し

て
行
い
、す
ば
ら
し
い
成
果
に
結
び
つ
く
こ

と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。▼
名
称
変
更
し
た

「
環
境・健
康
募
金
」の

実
績
が
低
迷
し
続
け

て
い
ま
す
。原
因
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、全
役

員
が
先
頭
に
立
ち
、募

金
へ
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
、使
途
を
明
確

に
伝
え
る
こ
と
が
最
善
の
解
決
策
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。▼
あ
ら
ゆ
る
実
践
活
動
の
成

否
は
、代
表
者
会
議
と
そ
の
代
表
者
、全
地

区
の
役
員
が
日
常
の
活
動
に
取
り
組
む
真

摯
な
姿
勢
と
熱
意
に
掛
か
っ
て
い
ま
す
。平

素
の
ご
活
躍
に
感
謝
し
つ
つ
、地
球
温
暖
化

対
策
・
環
境
美
化
・
健
康
増
進
の
重
要
性
と
、

我
々
の
使
命
を
自
覚
し
、住
民
と
と
も
に
前

進
し
ま
し
ょ
う
。

（
地
区
衛
生
組
織
代
表
者
会
議
議
長　

宮
本
英
暉
）

地
区
衛
生
組
織
代
表
者
会
議

と
実
践
活
動
を
振
り
返
っ
て

取
り
組
み
や
工
夫
を
継
続
し

て
行
い
、導
入
型
は
発
展
型

へ
、発
展
型
は
広
域
型
へ
と

さ
ら
な
る
事
業
の
展
開
を
期

待
す
る
。

◆
環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
◆

　

平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
の
事
業
は
、平
成
25

年
度
は
21
団
体
の
参
加
を

得
た
。
経
年
変
化
を
み
る

と
、年
度
ご
と
に
多
少
の
増

減
は
あ
る
も
の
の
、増
加
傾

向
に
あ
り
、今
年
度
は
21
団

体
と
過
去
最
高
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
は
、「
私
た
ち

が
す
む
地
球
を
守
ろ
う
」と

い
う
テ
ー
マ
に
変
え
て
募
集

し
た
と
こ
ろ
、小
・
中
学
校
か

ら
、ポ
ス
タ
ー
1
万
３
１
5
6

点
、標
語
1
万
7
3
4
3
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。こ
れ
ら
３

万
点
余
り
の
作
品
の
中
か

ら
、ポ
ス
タ
ー
2
5
6
点
、標

語
2
5
8
点
が
推
薦
作
品

と
し
て
当
協
会
に
提
出
さ

れ
、選
考
委
員
会
に
て
第
２

次
選
考
を
経
て
入
選
作
品

72
点（
ポ
ス
タ
ー
35
点
、標

語
37
点
）が
選
考
さ
れ
た
。

11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
54
回
広
島
県
公
衆
衛
生

大
会
」の
表
彰
式
で
は
、12
人

の
児
童
・
生
徒
が
表
彰
さ
れ
、

受
賞
者
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手

に
取
り
、喜
び
を
か
み
し
め

て
い
た
。

　

ま
た
、コ
ン
ク
ー
ル
で
集

め
た
作
品
を
活
用
す
る「
事

後
フ
ォ
ロ
ー
活
動
」を
展
開

す
る
団
体
は
14
団
体
で
、地

元
で
開
催
す
る
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
で
の
作
品
展
示
や
表
彰

式
の
開
催
、優
秀
作
品
を
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
印
刷
し
て

配
布
す
る
な
ど
、地
元
な
ら

で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
と

広
報
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
事
業
は
、年
を
重
ね
る

ご
と
に
応
募
作
品
も
多
様
化

し
、デ
ザ
イ
ン
や
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
い

る
。今
後
と
も
、地
域
の
盛
り

上
が
り
を
期
待
し
て
さ
ら
な

る
事
業
の
展
開
を
図
り
た
い
。

◆
市
町
公
衛
協
事
務
局
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業
◆

　

平
成
21
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
の
事
業
は
、公
衛
協

事
務
局
員
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

資
金
面
で
の
支
援
や
各
種
研

修
に
よ
る
力
量
形
成
を
図

り
、公
衛
協
組
織
の
強
化
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
度
の
支
援
対

象
公
衛
協
は
、竹
原
市
、北

広
島
町
、東
広
島
市
、世
羅

町
、尾
道
市
の
３
市
２
町
で
、

す
べ
て
複
数
年
の
支
援
実
績

が
あ
る
。支
援
対
象
数
を
み

る
と
、平
成
21
年
度
当
初
は

２
市
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
以

降
は
毎
年
５
〜
６
市
町
の
公

衛
協
を
支
援
し
て
い
る
。

　

平
成
25
年
度
は
、個
別
支

援
や
各
種
研
修
を
行
っ
て
、

公
衛
協
活
動
や
事
務
手
続

き
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
。ま
た
、平
成
21
年

度
か
ら
現
在
ま
で
に
26
市
町

公
衛
協
の
う
ち
８
市
町
公
衛

協
で
実
施
し
、事
務
局
体
制

の
強
化
に
繋
が
っ
た
。今
後

も
、円
滑
に
運
営
で
き
る
事

務
局
体
制
づ
く
り
に
よ
り
、

公
衛
協
事
務
局
の
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
る
人
材（
事
務
局

サ
ポ
ー
タ
ー
）の
複
数
名
配

置
と
力
量
向
上
を
目
指
し
、

体
制
の
強
化
を
図
る
。

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

琴線歌
きんせんか

平
成
２５
年
度 

地
域
活
動
支
援
基
金
活
用
事
業
報
告

ポ
ス
タ
ー・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
記
念
撮
影(

上)

、企
画
づ
く
り
を
行
う
受
講
者(

下)

人材・メニュー・資金の支援人材・メニュー・資金の支援人材・メニュー・資金の支援
存在感高め地域の発展へ存在感高め地域の発展へ存在感高め地域の発展へ
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現
在
、広
島
県
内
に
は

26
の
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
協
議
会
（
以
下
、

T
E
A
M
）が
設
立
さ
れ
、

市
民
や
事
業
所
、行
政
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
、地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
複
数

T
E
A
M
と
脱
温
暖
化
セ

ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま
な
ど
で

共
同
体
を
形
成
し
て
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
効

果
を
検
証
し
、成
果
の
活

用
を
通
じ
て
低
炭
素
社
会

づ
く
り
を
目
指
そ
う
と

し
、4
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
た
の
で
、そ
の

活
動
内
容
や
成
果
を
紹
介

す
る
。な
お
、こ
の
事
業
は
、

環
境
省
の
補
助
金（
地
域

活
動
支
援
・
連
携
促
進
事

業
）を
活
用
し
た
。

■
緑
の
カ
ー
テ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
設
置
に

よ
る
C
O2
削
減
効
果
や
実

測
に
よ
る
温
度
上
昇
抑
制

効
果
、効
果
的
な
設
置
方

法
な
ど
を
検
証
し
、結
果

を
県
内
全
域
に
広
め
実
践

者
を
増
や
す
こ
と
を
ね
ら

い
に
、13
T
E
A
M
と
広

島
工
業
大
学
都
市 

・ 

建
築

環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し
た
。

　

ま
ず
、緑
の
カ
ー
テ
ン
を

栽
培
し
省
エ
ネ
に
取
り
組

む
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募

集
。チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
は

記
録
用
紙
を
配
布
し
、7

〜
9
月
の
電
気
使
用
量
の

記
録
や
取
り
組
ん
だ
感
想

な
ど
を
記
録
し
て
も
ら
っ

た
。２
５
５
人
が
挑
戦
し
、

3
カ
月
間
の

電
気
使
用
量

は
昨
年
同
月

と
比
較
し
て

７
３
２
７

k
w
h
削
減

で
き
、４
８
１

４
㌔
㌘
の
C

O2
削
減
と

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、

デ
ー
タ
ロ

ガ
ー（
自
動

温
度
測
定

機
）で
の
測
定
を
20
カ
所
、

簡
易
温
度
計
を
使
っ
て
1

日
限
定
で
日
の
出
か
ら
日

の
入
り
ま
で
の
温
度
測
定

を
40
カ
所
、熱
画
像
や
魚

眼
カ
メ
ラ
で
撮
影
、被
覆
率

の
測
定
な
ど
を
12
カ
所
で

実
施
し
た
。こ
う
し
た
測

定
結
果
を
も
と
に
、C
O2

削
減
効
果
算
出
方
法
を
考

案
中
だ
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
追

放
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
状
況
を
把
握
す
る
と
同

時
に
効
果
的
な
省
エ
ネ
手

法
を
習
得
し
、無
理
な
く

家
庭
か
ら
の
C
O2
削
減
を

図
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、14

T
E
A
M
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
結
成
し
た
。

　

ま
ず
、省
エ
ネ
に
挑
戦
す

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
募

集
。8
〜
9
月
に
学
習
会

を
開
催
し
、家
庭
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
実
態
や
省
エ
ネ

対
策
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
学

ん
だ
。そ
の
後
、チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
は
省
エ
ネ
を
実

践
す
る
と
同
時
に
、９
〜

10
月
の
電
気 

・ 

ガ
ス 

・ 

灯
油

使
用
量
や
取
り
組
ん
だ
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
を
記
録
し
て

も
ら
っ
た
。

　

11
〜
12
月
に
は
、再
度

学
習
会
を
開
催
し
、実
践

を
振
り
返
る
ほ
か
、省
エ
ネ

を
広
め
活
動
を
拡
大
さ
せ

る
た
め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
出

し
を
行
っ
た
。

　

6
4
1
人
が
挑
戦
し
、

２
カ
月
間
の
電
気
使
用
量

は
昨
年
同
月
と
比
較
し
て

1
万
4
5
1
0
k
W
h
削

減
で
き
た
。ま
た
、都
市
ガ

ス
は
13
・５
立
方
㍍
削
減
、

L
P
ガ
ス
は
22
立
方
㍍
増

加
、灯
油
は
3
7
8
㍑
削

減
と
な
り
、２
カ
月
で
１
万

3
7
5
㌔
㌘
の
C
O2
が
削

減
で
き
た
。

■
キ
ッ
チ
ン
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

　
〝
煮
る
〞に
着
目
し
、エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
削
減
効
果
を

検
証
し
、削
減
効
果
の
高

い
調
理
法
の
実
践
を
通
じ

て
キ
ッ
チ
ン
で
の
C
O2
削

減
を
推
進
し
よ
う
と
、

5
T
E
A
M
と
広
島
工
業

大
学
都
市 

・ 
建
築
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
結
成
し
た
。

部門 事業名

平成25年度環境と健康のコミュニティ活動助成事業一覧
　

ま
ず
、学
習
会
を
開
催

し
、メ
ン
バ
ー
が
カ
レ
ー
を

調
理
す
る
際
に
実
践
し
て

い
る
エ
コ
技
を
共
有
。そ
の

後
、実
験
を
重
ね
、市
販
の

箱
に
記
載
さ
れ
て
い
る
レ

シ
ピ
で
調
理
し
た
場
合
と

エ
コ
技
で
調
理
し
た
場
合

の
ガ
ス
お
よ
び
電
気
の
使

用
量
を
測
定
し
た
。そ
の

結
果
、「
保
温
」で
加
熱
時

間
を
短
縮
し
、火
力
の
レ
ベ

ル
を
下
げ
て
も
、美
味
し
く

仕
上
が
る
新
た
な
エ
コ
技

が
誕
生
し
、箱
の
レ
シ
ピ
で

作
る
よ
り
も
ガ
ス
は
約

30
％
、電
気
は
約
20
％
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
削
減
に
つ
な
が

る
。ま
た
、フ
リ
ー
ス
な
ど

を
使
っ
た
保
温
調
理
は
、加

熱
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が

る
う
え
、特
別
な
道
具
が
無

く
て
も
実
践
可
能
で
、非
常

に
有
効
な
エ
コ
技
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　

現
在
、検
証
結
果
や
エ
コ

技
な
ど
を
ま
と
め
た
冊
子

を
作
成
中
で
、エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
な
ど
で
活
用
し

て
も
ら
う
予
定
だ
。

■
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

車
の
燃
料
消
費
状
況
を

計
測
す
る
装
置
を
取
り
付

け
て
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
効

果
を
実
測
で
検
証
し
て
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
に
役

立
て
よ
う
と
、T
E
A
M 

M
A
T
E
ひ
ろ
し
ま
や
生

協
ひ
ろ
し
ま
、広
島
工
業

大
学
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

結
成
し
た
。

～活動の概要～

導入型

広域型

発展型

団体名 活動の概要
世羅町
津名地区
三次市
布野地区

廿日市市
佐伯

北広島町

東広島市

世羅町

世羅町
西大田地区

福山市
泉学区

福山市
道上学区

庄原市
西城地区

尾道市

府中市

世羅西地域ゴミステーション
モデル推進事業
おいで～やぁ
　横谷の大自然の中へ

環境マップ作製（活動事業）

「健診へ行こうよ！」事業

「学社融合・食育教室」
とうもろこしの種まき、収穫体験

個別省エネ診断

『学社融合』小さな行動
　　大きな“力”に！

西大田地区
　公衛協活性化事業

世羅町公衛協ＰＲ作戦

アイガモ農法
　による米づくり教室

北広島町笑顔で取り組む
脱温暖化のまちづくり事業

佐伯リサイクルまつり

　

募
集
人
数
は
、前
期
･

後
期
で
そ
れ
ぞ
れ
15
人
の

計
30
人
で
あ
る
。

　

ま
ず
、運
転
デ
ー
タ
を

集
積
す
る
計
測
装
置
を
車

に
取
り
付
け
、１
カ
月
間
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
運
転

を
し
て
も
ら
っ
た
。次
に
、

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー 

・ 

モ
ビ
リ

テ
ィ
財
団
が
認
定
し
た
自

動
車
教
習
所
で
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
教
習
を
受
講
し
て
も

ら
い
、そ
の
後
の
１
カ
月
は

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
て

も
ら
っ
た
。

　

30
人
の
参
加
者
か
ら
集

積
し
た
デ
ー
タ
の
累
計
は
、

走
行
距
離
5
万
5
1
3
2

㌔
㍍
、
燃
料
消
費
量

3
9
5
2
㍑
で
、
平
均
燃

費
は
1 4
㌔
㍍
/
㍑
で
あ
っ

た
。燃
費
削
減
に
成
功
し

た
参
加
者
の
平
均
削
減
率

は
6
％
で
、年
間
62
㍑
の
燃

料
削
減
と
な
り
、
年
間

1
4
3
㌔
㌘
の
C
O2
が
削

減
で
き
る
。車
種
別
で
は
、

軽
自
動
車
は
5
％
で
年
50

㍑
削
減
、普
通
乗
用
車
は

9
％
で
年
1
0
6
㍑
削

減
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
は

8
％
で
年
62
㍑
削
減
と

な
っ
た
。

　

参
加
者
の
感
想
で
は
、

「
計
測
装
置
の
取
り
付
け

や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
は

面
倒
だ
っ
た
が
、運
転
状
況

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か

る
の
は
面
白
か
っ
た
」「
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
は
思
っ

て
い
た
よ
り
も
効
果
的

だ
っ
た
」「
ク
セ
に
気
づ
け

た
の
で
良
か
っ
た
」と
い
っ

た
声
が
あ
っ
た
。ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を

続
け
る
に
は「
車
に
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
が
分
か
る
機
能
を

付
け
る
と
良
い
」「
燃
料
消

費
量
が
分
か
る
と
良
い
」

と
い
う
感
想
が
多
か
っ
た
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
に

向
け
て
は
、「
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
講
習
会
を
開
く
と
良
い
」

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
が
安
全
運

転
に
つ
な
が
る
こ
と
を

P
R
す
る
と
良
い
」と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
は

冊
子
に
ま
と
め
、今
後
の
活

動
の
参
考
に
活
用
し
て
も

ら
う
予
定
だ
。

（
脱
温
暖
化
セ
ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま
）

学習会・エコツアーを開催し、きれいなゴミ
ステーションづくりをめざす。
あそび体験フェスタを開催し、各コーナー
を回りながら楽しく環境学習をする。
リサイクルまつりを開催し、ごみの減量化、
資源の有効活用を推進し、地球環境を守
ることの動機付けを行う。
エネルギーの無駄遣いをなくす生活習慣
を広め、日常生活から排出される二酸化炭
素を減らす取り組みを行う。

アイガモ農法による無農薬で環境にやさし
い米づくりを行い、食の安全や環境につい
ての理解を広める。
スポーツごみ拾い大会を開催し、公衛協
活動への理解を深め、公衛協の活性化を
図る。
水辺教室やエコツアーを開催し、環境づく
りのリーダーをめざし、公衛協の活性化を
図る。
緑のカーテン、マイ箸づくりなどの活動を
行い、温暖化防止について学習し、アクシ
ョンを起こしてもらう。
環境家計簿により省エネ診断を行い、学
区内の季節変動を把握する。さらに、地区
の省エネ意識向上に努める。
とうもろこしの種まき、収穫を体験し、収穫
したとうもろこしを食べ、食育につなげる。

地域コミュニティによる受診率向上運動の
さらなる飛躍をめざす。また、モデル地区内
での生活習慣病予防学習会などを行う。

環境マップを作成し、公衛連の活動を広く
市民にアピールする。さらに、地域の環境
美化についての意識づくりを行う。

４プロジェクトを展開

エ
コ
技
で
カ
レ
ー
を
調
理
す
る
メ
ン
バ
ー(

上)

、省
エ
ネ
に
挑
戦
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
対
象
に
学
習
会
を
開
催(

下)

ＴＥＡＭ連携で取り組む低炭素社会づくりＴＥＡＭ連携で取り組む低炭素社会づくりＴＥＡＭ連携で取り組む低炭素社会づくりＴＥＡＭ連携で取り組む低炭素社会づくり
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　1月17日、脱温暖化の地域リーダーである「地球温暖化防止活動推進員」を
養成する研修が終了し、新たに29人が広島県知事から委嘱を受けた。この研
修は、脱温暖化センターひろしまが主催し、前期と後期の2日間のカリキュラム
で実施。前期研修において、地元で実践できる脱温暖化のための活動を企画し
た後、約3カ月の間に実践し、後期研修で成果を発表するというもの。
　各地で11件の企画が実践されたので紹介する。

　

エ
コ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

率
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
、

中
区
・
安
佐
南
区
の
50
世

帯
に
、回
覧
板
を
使
っ
て
告

知
チ
ラ
シ
を
配
布
。チ
ラ
シ

に
は
、年
代
や
来
場
方
法

な
ど
を
調
査
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
貼
付
し
、イ
ベ
ン

ト
当
日
に
持
参
し
て
も

広
島
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会

受
講
者
名
：
中
村 

長
幸・菅 

宏

　
〝
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
〞を
テ
ー
マ
に
脱
温
暖
化

を
啓
発
し
よ
う
と
、港
お

よ
び
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場

に
お
い
て
、の
ぼ
り
旗
や
看

板
の
設
置
、チ
ラ
シ
を
配
布

し
な
が
ら
呼
び
か
け
た
。

　

長
年
継
続
し
て
い
る
事

業
で
あ
り
、か
な
り
浸
透
し

て
き
た
も
の
の
、啓
発
イ
ベ

ン
ト
時
以
外
の
実
践
率
は

ま
だ
ま
だ
低
く
、自
主
的

な
行
動
と
な
る
新
た
な
仕

掛
け
に
期
待
し
た
い
。

大
崎
上
島
け
ん
こ
う
文
化
の
島
づ
く
り
協
議
会

受
講
者
名
：
小
川 

伸
久・山
本 

剛
功・森
田 

茂
雄

 　

ご
み
の
分
別
・
再
利
用
の

普
及
を
図
ろ
う
と
、町
内

の
自
治
会
館
3
カ
所
に

P
E
T
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

回
収
B
O
X
を
設
置
。回

覧
板
を
使
っ
て
、キ
ャ
ッ
プ

の
回
収
と
分
別
の
意
義
な

ど
を
紹
介
し
た
チ
ラ
シ
を

配
布
し
、協
力
を
呼
び
か

け
た
と
こ
ろ
、11
〜
12
月
の

2
カ
月
間
で
約
9
㌔
㌘
の

キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
。
今
後

は
、学
校
や
コ
ン
ビ
ニ
等
と

連
携
し
、活
動
を
広
め
た

い
と
意
気
込
む
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
回
収
事
業

エ
コ
Ｉ
Ｎ
Ｎ
く
ろ
せ

受
講
者
名
：
梶
田
谷 

正
雄・久
保
川 

美
知
子

ら
っ
て
、チ
ラ
シ
に
よ
る
啓

発
効
果
お
よ
び
エ
コ
へ
の

関
心
度
を
検
証
し
た
。

 

初
の
試
み
で
あ
り
、ア
ン

ケ
ー
ト
持
参
者
は
少
な

か
っ
た
が
、今
後
は
小
・
中

学
校
の
校
内
ポ
ス
タ
ー
板

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で

P
R
し
、啓
発
地
区
も
拡

大
し
て
い
く
予
定
だ
。

市
民
の
エ
コ
意
識
の
調
査　

　

エ
コ
祭
り〝
環
ッ
ハ
ッ
ハ
i
n
よ
し
じ
ま　

　

2
0
1
3
〞

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
推
進
事
業

　

島
民
へ
の
周
知
度
ア
ッ
プ 

　

5
秒
か
ら
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

　
「
布
野
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

に
お
い
て
、温
暖
化
の
被
害

や
気
温
上
昇
が
引
き
起
こ

す
影
響
な
ど
を
ま
と
め
た

パ
ネ
ル
展
示
と
チ
ラ
シ
配

布
、廃
油
ロ
ー
ソ
ク
づ
く
り

の
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、楽

し
み
な
が
ら
脱
温
暖
化
意

識
の
向
上
を
図
っ
た
。

 

併
せ
て
、布
野
地
区
公
衛

協
と
連
携
し
、〝
ご
み
の
持

ち
帰
り
〞を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、ご
み
一
つ
出
な
い
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
、ご
み
問
題

へ
の
意
識
啓
発
に
も
つ
な

が
っ
た
。

布
野
の
食
と
脱
温
暖
化
を
考
え
る
会

受
講
者
名
：
森
本 

美
知
江・丸
亀 

英
二・徳
清 

真

知
っ
と
こ
う
や
ぁ
〜
環
境
の
大
切
さ　

　

ク
リ
ー
ン
な
水
か
ら
は
じ
ま
る
脱
温
暖
化

　

家
庭
か
ら
多
く
の
C
O2

が
排
出
さ
れ
て
い
る
と
い

う
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、

省
エ
ネ
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
て
も
ら
お
う
と
、

「
ふ
る
さ
と
祭
」で
家
電
調

べ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

来
場
者
1
1
7
人
か
ら
、

家
に
あ
る
電
化
製
品
の
数

を
聞
き
取
っ
た
と
こ
ろ
、冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
を
中
心
に
、

必
要
以
上
に
保
有
し
て
お

り
、コ
ン
セ
ン
ト
を
差
し
っ

ぱ
な
し
と
い
う
家
庭
が
多

か
っ
た
。今
後
は
上
手
な
家

電
の
使
い
方
な
ど
、情
報

提
供
で
き
る
場
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
。

我
が
家
の
家
電
調
べ　

　

ネ
ェ
ー
お
し
え
て
我
が
家
の
家
電
は
い
く
つ
？

し
の
う
エ
コ
推
進
会

受
講
者
名
：
落
岩 

敏
江・奥
田 

耐
子・池
永 

節
子

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

普
及
拡
大
お
よ
び
継
続
に

よ
る
脱
温
暖
化
の
町
づ
く

り
を
め
ざ
そ
う
と
、栽
培
テ

ク
ニ
ッ
ク
や
工
夫
し
た
点

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

ア
ン
ケ
ー
ト
で
収
集
し
、1

冊
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ま
と
め

た
。

　

受
講
生
は
、「
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
活
用
し
な
が
ら
栽
培

者
を
増
や
す
と
と
も
に
、

栽
培
者
同
士
が
情
報
交
流

で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
検
討
し
て
い
き
た

い
」と
、展
望
を
語
っ
た
。

誰
も
が
作
れ
る〝
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
〞の
マ

ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り　

　

め
げ
ず
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

福
山
北
部
脱
温
暖
化
地
域
協
議
会

受
講
者
名
：
田
口 

一・甲
斐 

啓
義・後
藤 

勝
行

　

平
成
26
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
、〝
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
〞を
テ
ー
マ
に
脱

温
暖
化
活
動
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、公
衛
協
専
門
部

会
の
会
議
で
事
業
の
ね
ら

い
や
今
後
の
進
め
方
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

事
業
実
現
に
向
け
て
検
討

を
重
ね
た
。

　

今
後
は
、事
業
の
周
知

や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
の
実
施
に
向
け

た
準
備
、協
力
体
制
を
整

備
す
る
な
ど
、企
画
が
具

現
化
す
る
こ
と
に
期
待
し

た
い
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
普
及
事
業

〝
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
自
慢
〞で
エ
コ
ラ
イ
フ

大
竹
市
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

受
講
者
名
：
佐
々
木 

善
市・北 

保
夫

　

家
庭
で
使
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
ト
ッ
プ
3

を
占
め
る
電
気
・
ガ
ス
・
ガ

ソ
リ
ン
使
用
量
を
9
〜
11

月
の
3
カ
月
間
記
録
で
き

る
シ
ー
ト
を
作
成
し
、協

力
者
56
人
に
配
布
。記
入

用
紙
に
シ
ー
ル
を
貼
る
こ

と
で
視
覚
的
に
使
用
量
の

推
移
を
把
握
し
、省
エ
ネ

意
識
が
高
ま
る
よ
う
工
夫

し
た
。

　

協
力
者
か
ら
は「
目
で

見
て
確
認
で
き
、先
月
よ
り

減
ら
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
、取
り
組
み
へ
の

意
欲
が
高
ま
っ
た
」な
ど
の

声
が
聞
か
れ
た
。

電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
使
用
量

　
〝
見
え
る
化
〞キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

エ
コ
ネ
ッ
ト
た
け
は
ら

受
講
者
名
：
手
島 

小
豆
江
・鳥
本 

博
幸

　

楽
し
み
な
が
ら
里
山
へ

の
関
心
を
高
め
、温
暖
化

防
止
を
P
R
し
よ
う
と
、

雑
木
林
か
ら
木
を
伐
採

し
、薪
を
作
り
、安
い
薪
の

供
給
を
行
う
と
と
も
に
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
ほ
か
、間
伐

体
験
や
薪
作
り
体
験
な
ど

を
企
画
。9
0
0
坪
の
里

山
の
雑
木
林
が
整
備
で
き

た
の
で
、今
後
は
年
間
を
通

じ
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に

も
挑
戦
し
た
い
と
意
気
込

む
。

薪
を
使
っ
て
温
暖
化
防
止

　
〝
雑
木
林
の
中
で
自
然
体
験
を
し
よ
う

福
山
市
広
瀬
学
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

受
講
者
名
：
世
羅 

秀
男・世
羅 

悦
子

　

1
万
人
の
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク

事
業
を
活
用
し
、9
月
の

1
カ
月
間
、省
エ
ネ
に
取
り

組
み
、電
気
使
用
量
を
前

年
同
月
と
比
較
す
る
こ
と

で
省
エ
ネ
意
識
の
向
上
を

図
っ
た
。推
進
委
員
4
8
6

人
で
約
7
㌧
も
の
C
O2
削

減
に
成
功
し
た
。

　

ま
た
、「
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク

カ
ー
ド
」の
持
参
と
引
き

換
え
に
市
の
指
定
ご
み
袋

を
配
布
し
た
と
こ
ろ
、昨

年
46
・
2
％
だ
っ
た
実
践
率

が
70・
5
％
へ
U
P
す
る
な

ど
、今
後
も
、実
践
率
向
上

に
向
け
た
新
た
な
工
夫
に

期
待
し
た
い
。

た
め
し
て
み
よ
う　

節
電
エ
コ
ラ
イ
フ
！　

　

再
認
識
！
節
電
作
戦

府
中
市
公
衆
衛
生
推
進
委
員
会
連
合
会

受
講
者
名
：
荒
木 

薫・土
井 

泰
弘・

　
　
　
　
　

伊
藤 

直
己・五
弓 

陽
子

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
に
よ
る
脱
温
暖
化
の
町

づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と
、47

事
業
所
お
よ
び
6
大
型
店

へ
協
力
要
請
す
る
ほ
か
、イ

ベ
ン
ト
や
店
頭
で
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、広
く
啓
発
活

動
を
展
開
し
た
。

　

ま
た
、町
内
3
つ
の
交
差

点
で
、の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕

を
使
っ
た
P
R
の
ほ
か
、ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
実

践
車
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
実

態
調
査
を
実
施
。ま
だ
ま

だ
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
り
、効
果
的
な
啓

発
方
法
の
検
討
が
課
題

だ
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
だ
め
よ
！
運
動

　

脱
温
暖
化
で
す
ば
ら
し
い
環
境
づ
く
り

脱
温
暖
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
せ
ら

受
講
者
名
：
近
藤 

洋
三・近
藤 

芳
子・林　

亨

新たに29人の地域リーダーが誕生新たに29人の地域リーダーが誕生新たに29人の地域リーダーが誕生
脱温暖化活動の更なる盛り上がりに期待

　

！！
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⑦能美脱温暖化未来会議

　能美脱温暖化未来会
議は、地元の鹿川（かの
かわ）小学校と多くの
連携事業を展開してお
り、5年生を対象とした
環境総合学習プログラ
ムは今年で9年目を迎
える。
　地元の環
境に興味や
関心を持っ
てもらおう
と、今年は5回の
出前講座と5回
の新聞づくりが
予定されている。
1月20日に開催
された第1回目
の授業を取材し
た。
　第1回目は、
ecoおじいさん
こと能美脱温暖
化未来会議の池田朝雄会長が講師と
なり、24節季や雑節、潮の満ち引きと
月の関係などを学んだ。また、現在の
鹿川湾の航空写真と、おじいちゃんお
ばあちゃんが小学5年生頃（昭和30年
頃）、お父さんお母さんが小学5年生頃
（昭和60年頃）の鹿川湾の航空写真を
並べ、何がどう違うかをポストイットに
書き込み、発表した。
　クイズ形式で進む授業に、子どもた
ちは旧暦のカレンダーを見ながら、「ハ
イ！」と元気な声で答えていた。

　このプログラムは、
授業を受けておしま
いではなく、まとめて
発表するという一連の
流れがポイントとな
る。最終回には、班ご
とにまとめられた壁新

聞が披露さ
れる予定で
ある。
　講師陣や
内容も工夫

され、島の子ど
もとして知って
おいてほしいこ
と（ecoおじい
さん）、国立公
園や海の生き物
の話（環境省）、
海の環境を再
生させる方法
（水産海洋技術
センター）、鹿川

湾の干潟や岩場の生きものの変化（さ
とうみ科学館）と、魅力的な授業が続
く。
　企画した池田会長は、『これからも、
地元の環境について視点を変えながら
伝えていく。興味を持ったら、調べるこ
とに繋げてほしい。そして、大きくなっ
て、地元の環境を守る活動に発展する
ことを期待したい』と思いを語った。
　今後の授業の進展と、児童たちの成
長に期待したい。

（脱温暖化センターひろしま）

聞き、調べ、伝えるプログラム
わがまちの環境を学ぶ

出前講座のスケジュールを説明するecoおじいさ
んこと池田朝雄氏

⑬坂町公衛協
【 ウォーキング 】

　

１
月
18
日
、安
芸
郡
坂

町
に
お
い
て「
第
72
回
よ
う

よ
う
坂
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、健
康
づ
く
り
を
兼

ね
た
町
お
こ
し
を
目
的
に

企
画
さ
れ
、産
学
官
が
月
１

回
の
持
ち
回
り
で
行
わ
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、親
子

連
れ
や
一
般
参
加
な
ど
約
30

人
で
、潮
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

ん
だ
。コ
ー
ス
は
２
種
類
あ

り
、通
常
の
５
㌔
㍍
コ
ー
ス

と
、物
足
り
な
い
人
用
に
さ

ら
に
平
成
ヶ
浜
の
埋
立
地

を
歩
く
６
㌔
㍍
コ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
た
。

　

坂
町
町
民
セ
ン
タ
ー
を

ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、全
区

間
ほ
ぼ
平
坦
な
コ
ー
ス
で

あ
り
、参
加
者
は
ゴ
ー
ル
ま

で
の
道
の
り
を
風
景
や

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
い
た
。

　

途
中
、健
康
運
動
指
導

士
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
座
も
あ
り
、健
康
に
も
配

慮
さ
れ
て
い
た
。参
加
者
か

ら
は
、「
短
時
間
で
適
度
な

運
動
が
で
き
、今
後
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」、「
将
来
に

向
け
て
の
健
康
づ
く
り
は

大
切
な
こ
と
で
あ
る
」と

い
っ
た
前
向
き
な
声
が
聞

か
れ
た
。

　

坂
町
で
は
、市
街
地
を
中

心
に
横
浜
公
園
、ベ
イ
サ
イ

ド
ビ
ー
チ
坂
な
ど
の
公
園

と
、小
屋
浦
い
こ
い
の
森
や

ふ
る
さ
と
自
然
の
み
ち
、さ

ら
に
は
既
存
の
7
つ
の
遊

歩
道
コ
ー
ス
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ト
レ
イ
ル
を
整
備
し
、町
内

全
域
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
、町
内
外
の
人
々
が
歩
く

こ
と
を
通
じ
て「
健
康
の
維

持
増
進
」を
図
っ
て
い
る
。

　

坂
町
は
、「
自
然
を
大
切

に
す
る
心
」、「
ふ
る
さ
と
を

想
う
場
」を
創
造
す
る
こ

と
を
目
的
に
、都
市
と
自
然

が
調
和
し
た
、心
も
体
も
健

康
に
な
る「
自
然
に
恵
ま
れ

た
健
康
で
文
化
的
な
住
み

よ
い
ま
ち
」の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。

　

ま
た
、坂
町
公
衛
協
で

は
、平
成
25
年
度
の
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」を
入
り
口
と
し
た

環
境
と
健
康
づ
く
り
を
挙

げ
、活
動
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。

　

今
後
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

事
業
を
継
続
し
て
行
い
、地

域
の
健
康
づ
く
り
、さ
ら
に

は
活
動
の
拡
大・発
展
に
期

待
し
た
い
。

 

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

⑮ 振り返り

　
「
里
山・里
海
を
楽
し
む
」

で
は
14
回
に
わ
た
っ
て
、公

衛
協
の
実
践
活
動
で
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に

『
自
然
を
楽
し
み
環
境
を

守
る
』と
い
う
考
え
方
で
、

自
然
遊
び
の
メ
ニ
ュ
ー
や

環
境
を
守
る
ポ
イ
ン
ト
、環

境
と
関
わ
り
が
深
い
民
俗

な
ど
を
レ
シ
ピ
風
に
紹
介

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
公
衛
協
が「
あ
そ

び
」を「
学
習
」や「
体
験
活

動
」に
変
身
さ
せ
、身
近
な

環
境
を
守
り
楽
し
む「
態

度
」や「
学
び
」、「
気
づ
き
」

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く

り
に
つ
な
が
る
よ
う
、数
あ

る
メ
ニ
ュ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
か

ら
選
定
し
ま
し
た
。

 

よ
り
多
く
の
方
に
、公
衛

協
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、

理
解
と
協
力
を
得
る
に

は
、仲
間
づ
く
り
が
重
要
で

す
。そ
の
た
め
に
里
山
や

海
岸
で
の
清
掃
活
動
、ア
ド

プ
ト
空
間
で
の
定
期
清
掃

の
際
、清
掃
を
終
え
て
解

散
と
せ
ず
、こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

取
り
入
れ
て
、親
子
や
子
ど

も
、若
者
が
参
加
し
や
す

く
な
る
企
画
づ
く
り
に
挑

戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
体
験
し
て
き

た「
あ
そ
び
」に
は
、楽
し

さ
は
も
ち
ろ
ん
、生
き
も
の

や
資
源
を
大
切
に
す
る
教

え
や
ア
イ
デ
ア
、沸
き
あ
が

る
疑
問
を
解
き
明
か
そ
う

と
す
る
探
究
心
、仲
間
と

協
力
し
て
遊
ぶ
協
調
性
、

効
果
を
高
め
よ
う
と
す
る

工
夫
な
ど
、人
間
の
成
長

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

昨
今
、異
常
気
象
を
背

景
に
、環
境
を
守
ろ
う
と

い
う
運
動
が
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
、「
守

り
た
い
環
境
」の
イ
メ
ー
ジ

を
問
わ
れ
た
と
き
、ど
ん
な

環
境
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
。わ
た
し
は
、最
初
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
環

境
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ  

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ

ａ
ｌ
ｌ
ｙ 

， 

Ａ
ｃ
ｔ  

Ｌ
ｏ
ｃ

ａ
ｌ
ｌ
ｙ（
地
球
規
模
で
考

え
、
足
元
か
ら
行
動
せ

よ
！
）」と
い
う
標
語
が
示

す
と
お
り
、守
り
た
い
も
の

が
分
か
っ
て
い
る
と
、活
動

に
力
強
さ
が
生
ま
れ
ま

す
。ま
た
、守
り
た
い
も
の

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
、

守
る
た
め
の
手
法
が
検
討

で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
守
っ
て
き
た

地
域
の
環
境
を
引
き
続
き

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

次
の
担
い
手
に
、そ
の
楽
し

さ
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
連
載

が
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

シ
リ
ー
ズ
終
わ
り

 

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー    　

馬
場
田　

真
一
）

自然を楽しみ環境を守る

リースづくり（561）

手作り釣竿（565）

潮干狩り（569）
干潟のカニ（570）

山菜（563）

まき割り（566）

焼きマシュマロ（568）

燻製（562）

バウムクーヘン（567）

昆虫採集（564）

ビーチコーミング（572）

塩づくり（569）
焚き火（568）

山歩き（563）

ハイキングのマナー（565）

山焼き（562）
竹の使い方（561）

バードコール（567）
秋の味覚（566）

危険な生き物（564）

海プログラムの安全対策（573）
アラムシロガイ（571）

守る遊ぶ

学ぶ
ふるさとのふるさとの

自然環境 くらし自然環境 くらし
ふるさとのふるさとの

自然環境 くらし自然環境 くらし

里山里海を楽しむ 連載テーマ一覧　※（　）は連載号数

あそびを学習や体験活動にあそびを学習や体験活動にあそびを学習や体験活動に

ウォーキングを楽しむ参加者

町
内
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

町
内
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

町
内
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

健
康
づ
く
り
と
町
お
こ
し
へ

健
康
づ
く
り
と
町
お
こ
し
へ

健
康
づ
く
り
と
町
お
こ
し
へ
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　近年、胃がん罹患率は減
少してきましたが、死亡率
は他のがんに比べて高く
なっています。
 胃内視鏡検査は、前回お
話した胃X線検査の2次検
査として実施されますが、
検査自体は5～10分程度、前処置を合
わせて30分程度です。胃内視鏡検査は、
口から挿入する場合、麻酔薬を5分程度
口に含み喉を麻痺させて行います。最近
の内視鏡は
非常に細く、
苦痛の少な
い 検 査 に
なっており、
食道・胃・十二指腸の順に挿入していきま
す。
　内視鏡は、直接胃粘膜に光を当てカメ
ラを通して観察するため、微細な色調変
化や凹凸などを確認することができ、胃
炎や胃潰瘍の他、胃がん・食道がんなど
の発見が可能です。さらに、精密検査とし
て胃粘膜の一部を採取して病理組織検
査を行うことで、良性悪性の鑑別を行い
ます。胃内視鏡検査は、異常を発見した
場合、定期検査から精密検査へ移行する
ことが可能です。胃がん・食
道がんは、早期には症状が
出ないことが多く、早期発
見のためには定期的にが
ん検診を受けることがとて
も重要になります。飲酒や
喫煙歴のある方は、食道が
んのリスクが飲酒や喫煙歴
のない方に比べ高くなり、
胃がんについてはピロリ菌

感染が胃がん発
症に大 きく関
わっていることも分かってきました。
　今年度から、胃内視鏡検査を行って萎

縮性胃炎
と診断さ
れますと、
保険適用
によりピ

ロリ菌除菌が可能になりました。胃Ｘ線検
査を受けて要精密検査になられた方、日
ごろから胸焼け、胃もたれなど症状のあ
る方、また症状がない方でも飲酒や喫煙
歴のある方は、胃内視鏡検査を受けるこ
とで、がんの早期発見や早期治療に繋が
ります。健康で健やかな生活を送るため
にも、2次検査や人間ドックを受診される
際は、一度は胃内視鏡検査を受診するこ
とをご検討してみてはいかがでしょうか。

　（ドック課　白井　加奈）

ド ッ ク人 間

⑤ 胃カメラ

がん検診がん検診

を知るを知る

がん検診

を知る

直接胃粘膜を観察、採取も
細く、苦痛の少ない検査に

　

平
成
２５
年
１１
月
１０
日
か

ら
９
日
間
、（
公
社
）日
本

食
品
衛
生
協
会
主
催
の
第

３８
回
米
国
食
品
調
査
団
に

参
加
し
た
。本
調
査
団
は

毎
年
結
成
さ
れ
、米
国
か

欧
州
の
ど
ち
ら
か
を
訪
問

し
、食
の
安
全
や
感
染
症

に
向
け
た
国
際
的
な
取
り

組
み
を
視
察
し
て
い
る
。

今
回
は
米
国
の
都
市
、ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、ア
ト
ラ
ン
タ
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
訪
問

し
、Ｆ
Ｄ
Ａ（
米
国
食
品
安

全
医
薬
品
安
全
局
）な
ど

の
米
国
連
邦
政
府
機
関
や

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
た
食
品
工
場
な

ど
４
施
設
を
視
察
し
た
。

 

調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、

食
品
メ
ー
カ
ー
の
品
質
管

理
に
携
わ
る
担
当
者
、登

録
検
査
機
関
の
職
員
の
ほ

か
、害
虫
駆
除
、消
毒
剤
業

者
な
ど
総
勢
１６
名
で
あ
っ

た
。

　

調
査
の
目
的
は
、①
米

国
食
品
安
全
強
化
法
と
そ

の
対
応
、②
レ
ス
ト
ラ
ン
等

食
品
等
事
業
者
に
対
す
る

食
の
安
全
へ
の
取
り
組
み
、

③
米
国
に
お
け
る
感
染
症

及
び
食
中
毒
等
の
発
生
状

況
、④
食
品
製
造
施
設
に

お
け
る
衛
生
管
理
の
取
り

組
み
な
ど
で
あ
っ
た
。
特

に
、米
国
連
邦
政
府
機
関

で
あ
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
や
Ｃ
Ｄ
Ｃ

（
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ

ン
タ
ー
）は
、通
常
で
は
見

学
が
で
き
な
い
施
設
で
あ

り
、大
変
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
。

　

最
初
の
訪
問
先
の
Ｃ
Ｆ

Ｓ
Ａ
Ｎ（
米
国
食
品
医
薬
品

局 

食
品
安
全・応
用
栄
養

セ
ン
タ
ー
）は
、Ｆ
Ｄ
Ａ
の

関
係
機
関
で
あ
り
、ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
か
ら
ハ
イ
ウ
ェ
イ

を
バ
ス
で
約
４０
分
走
っ
た

郊
外
に
あ
る
。こ
こ
は
Ｆ
Ｄ

Ａ
の
中
で
も
食
品
に
つ
い

て
監
視・規
格
策
定
を
行
っ

て
い
る
機
関
で
あ
り
、日
本

で
い
う
厚
生
労
働
省
の
食

品
関
係
の
機
関
に
あ
た

る
。連
邦
政
府
機
関
の
た

め
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
厳
重
で

あ
り
、入
館
時
に
は
パ
ス

ポ
ー
ト
提
示
、エ
ッ
ク
ス
線

装
置
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
、国
際
空
港
並
み
の
管

理
で
あ
っ
た
。Ｃ
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｎ

で
は
、２
０
１
１
年
に
成
立

し
た
米
国
食
品
安
全
強
化

法
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
。こ

の
法
律
は
国
内
食
品
、輸

入
食
品
な
ど
、米
国
で
供

給
さ
れ
る
全
て
の
食
品
の

安
全
を
包
括
管
理
す
る
も

の
で
あ
り
、Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方

式
の
危
害
防
止
シ
ス
テ
ム

を
こ
れ
ら
の
食
品
に
導
入

展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。注
目
す
べ
き
こ

と
は
、食
品
に
対
す
る
人

為
的
な
汚
染
物
質
の
混
入

を
防
止
す
る
概
念
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、最
近
日
本

で
も
発
生
し
た
農
薬
混
入

事
件
に
も
関
連
す
る
非
常

に
興
味
深
い
シ
ス
テ
ム
で

あ
っ
た
。

　

次
号
は
、ア
ト
ラ
ン
タ
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
視
察

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

食の安全の国際的取り組み視察食の安全の国際的取り組み視察

に し て加参

米国
食品衛生調査団

上

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
食品検査課　中川　圭太

ＨＡＣＣＰ（ハサップ/ハセップ）
（Ｈａｚａｒｄ Ａｎａｌｙｓｉｓ Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｐｏｉｎｔ）
　食品の原料の受け入れから製造・出荷までのす
べての工程において、危害の発生を防止するた
めの重要ポイントを、継続的に監視・記録する衛
生管理手法。

品質管理や検査機関職員など１６名

⑩　お山の杉の子

俳句セラピー

思
っ
て
医
者
に
か
か
る
人

が
多
い
。

　

花
粉
症
の
症
状
の
程
度

は
、花
粉
の
飛
散
量
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
。こ
の
季
節

に
は
テ
レ
ビ
の
天
気
予
報

で
も「
花
粉
情
報
」を
伝
え

て
く
れ
る
か
ら
注
意
し
て

対
処
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
『
新
日
本
歳
時
記
』に
こ

ん
な
句
が
載
っ
て
お
り
、花

粉
症
も
今
で
は
季
語
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。吟
行
も

花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い

て
は
ま
ま
な
ら
ぬ
。

　

山
で
働
く
人
た
ち
に
聞

い
た
話
だ
が
、昔
は
山
林
の

手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い

た
か
ら
、そ
の
山
の
木
々
の

間
で
受
粉
し
、実
が
落
ち
る

と
定
着
し
て
苗
、つ
ま
り

「
お
山
の
杉
の
子
」に
育
っ

た
。こ
の
頃
で
は
、下
刈
り

を
す
る
人
が
い
な
く
な
っ
て

山
肌
が
荒
廃
し
、ス
ギ
の
花

粉
も
遠
く
ま
で
飛
ん
で

行
っ
て
条
件
の
よ
い
と
こ
ろ

で
受
粉
し
な
け
れ
ば〈
種
の

保
存
〉
が
で
き
な
く
な
っ

た
。そ
の
こ
と
を
誰
よ
り
も

〈
花
粉
自
身
〉が
よ
く
知
っ

て
い
る
と
言
う
の
だ
。

　

か
く
し
て
、大
量
に
放
出

さ
れ
た
花
粉
は
風
に
乗
り
、

山
越
え
野
を
越
え
て
彷
徨

し
、
大
都
会
の
空
ま
で

〈
真
っ
黄
色
〉に
染
め
て
し

ま
う
。昔
は
こ
ん
な
光
景
を

見
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。自

然
の
荒
廃
が
招
い
た
現
代

病
と
の
関
係
は
多
く
の
こ

を
考
え
さ
せ
る
。歳
時
記
に

収
め
ら
れ
た
貴
重
な
植
物

や
動
物
の
枯
渇
は〈
自
然
を

尊
び
、風
土
を
詠
む
〉俳
人

に
と
っ
て
由
々
し
き
問
題

だ
ろ
う
。

　

私
た
ち
日
本
人
は
十
五

世
紀
ま
で
は「
山
の
人
」で

あ
っ
た
。「
も
り
」の
語
源
は

「
木
叢（
こ
む
ら
）」か
ら
き

て
い
る
。山
に
棲
み〈
鎮
守

の
森
〉で
神
を
崇
め
て
生
活

し
て
き
た
。環
境
の
悪
化
は

「
お
山
の
杉
の
子
」だ
け
で

は
な
く
、俳
句
び
と
の
心
ま

で
も
育
た
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。自
然
を
大
切
に
し
た
い

も
の
で
あ
る
。　

（
太
陽
俳
句
会
主
宰 

務
中 

昌
己
著

　
『
俳
句
セ
ラ
ピ
ー
』北
溟
社
抜
粋
）

　

毎
年
、春
先
に
な
る
と
、

く
し
ゃ
み
、鼻
汁
、鼻
閉（
鼻

づ
ま
り
）、あ
る
い
は
目
の

か
ゆ
み
と
い
っ
た
症
状
を

起
こ
す
人
が
い
る
。「
ス
ギ

の
花
粉
症
」が
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
、い
ま
や
現
代
病

の
一つ
と
な
っ
て
い
る
。喉
の

か
ゆ
み
、咳
、皮
膚
の
か
ゆ

み
、さ
ら
に
は
腹
痛
や
胃
の

膨
満
感
ま
で
伴
う
場
合
が

あ
る
の
で「
風
邪
を
拗（
こ

じ
）ら
せ
て
し
ま
っ
た
」と

歳
時
記
に
収
め
ら
れ
た
動
植
物
の
枯
渇

自
然
の
荒
廃
が
招
い
た
現
代
病

出
見
ん
も
喫
ん
の
胃

放
出

乗
り
、

彷
徨

ま
で

て
し

景
を。自

だ
ろ
う
。

私
た
ち
日
本
人
は
十
五

内視鏡で撮影した食道がん（左）、胃がん（右）

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
緊
急
時
対
応
セ
ン
タ
ー（
上
）、Ｃ
Ｄ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
く
調
査
団（
下
）

美
し
き
名
を
病
み
て
を
り

花
粉
症　
　

　
　
　
　
　
　

井
上
禄
子

化
粧
し
て
目
な
し
口
な
し

花
粉
症　
　
　

　
　
　
　
　
　

近
藤
幸
子

花
粉
吐
く
杉
や
名
月
ま
だ

寒
し　
　
　

　
　
　
　
　

古
賀
ま
り
子
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　環境･健康募金（旧 健康感謝募金）は、
昭和35年から実施し、平成25年度で54
回目を迎えました。集まった募金は、募金
委員会によって適正に配分され、各市町
公衛協の活動資金として地域社会に役立
てられています。

『環境・健康募金』

市町別一覧表（平成26年1月末現在）

 環境･健康募金
　 総額（円）

56,726,992

市町名 募金額（円） 達成率（％）

大 竹 市
廿 日 市 市
廿日市市佐伯
廿日市市吉和
廿日市市大野
廿日市市宮島

呉 市

府 中 町
海 田 町
熊 野 町
坂 町

江 田 島 市

竹 原 市
大 崎 上 島 町

2,611,050
3,350,646

387,996
46,050

2,523,600
210,300

412.1
214.0
158.2
232.0
435.9
460.7

8,186,353 145.4

1,520,020
2,529,328
1,462,450

397,900

139.5
411.6
280.0
139.6

1,932,500 292.6

1,763,200
341,500

271.5
154.4

市町名 募金額（円）

三 原 市
世 羅 町

1,680,100
825,100

76.8
238.9

府 中 市
神石高原町

1,114,323
250,950

127.4
119.6

東 広 島 市 4,441,152 113.8

合 計 56,726,992 154.9

そ の 他 62,549

庄 原 市 2,478,151 308.8

三 次 市 2,123,759 178.1

福 山 市 9,127,365 93.0

尾 道 市 3,766,250 115.6

平成25年度
　地区衛生組織活動資金募集

通称

安芸太田町
北 広 島 町
安芸高田市

792,550
1,116,750
1,685,100

468.8
266.1
247.0

達成率（％）

※この表は、平成２6年1月末までに市
町公衛協事務局から募金委員会に振
込みのあった実績額を示しています。 

ー

　地区衛生組織活動資金募集事業、通称『健康感謝募金』は、平成25年度より「環境・健康募金」
へと改めました。引き続き、ご協力をお願いいたします。 

『環境・健康募金』『健康感謝募金』
平成24年度まで 平成25年度から

ちゃんコケン 坊ーエコ や

　

今
回
は
、組
み
合
わ
せ
て

利
用
す
る
こ
と
で
、省
エ
ネ

の
学
習
効
果
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
貸
し
出
し
グ

ッ
ズ
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
最
初
に
、ソ
ー
ラ
ー

ク
ッ
カ
ー
を
紹
介
す
る
。こ

の
グ
ッ
ズ
は
、太
陽
熱
を
調

理
に
利
用
す
る
も
の
。発

展
途
上
国
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
整
っ
て
い
な
い
地
域
で

は
、積
極
的
に
利
用
さ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。当
会

で
は
、「
集
光
型
」と
呼
ば

れ
る
パ
ラ
ボ
ラ
型
の
グ
ッ

ズ
を
数
点
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

し
て
い
る
。冬
の
時
期
で

も
、晴
天
で
日
中
で
あ
れ

ば
、5
0
0
㍉
㍑
の
水
を

25
分
程
度
で
90
℃
以
上
に

す
る
能
力
を
持
っ
て
お
り
、

湯
沸
し
実
験
や
、ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
、目
玉
焼
き
な
ど
手
軽

な
実
験
や
調
理
か
ら
、カ

レ
ー
や
お
で
ん
な
ど
煮
物

料
理
に
も
利
用
で
き
る
パ

ワ
ー
を
秘
め
て
い
る
。

　

続
い
て
、「
鍋
帽
子
®

（
※
１
）」を
紹
介
す
る
。文

字
通
り
、遮
熱
材
で
鍋
を

く
る
み
、熱
が
逃
げ
る
の
を

防
ぐ
た
め
の
道
具
で
あ

る
。当
協
会
の
実
験
で
は
、

水
を
沸
騰
さ
せ
た
後
、鍋

に
蓋
を
し
て
放
置
し
た
場

合
と
、鍋
帽
子
で
包
ん
だ

場
合
と
で
は
、30
分
後
に

前
者
が
67
℃
、後
者
が
80

℃
と
そ
の
保
温
効
果
が
実

証
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
保
温
効
果
を
う
ま

く
活
用
す
る
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
を
、保
温
調
理
と
言
い
、

具
材
を
入
れ
た
鍋
を
い
っ

た
ん
煮
沸
さ
せ
た
後
、鍋

帽
子
で
包
み
、余
熱
を
使
っ

て
食
材
に
火
を
通
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

環
境・健
康
募
金
の
正
式

名
称
は「
地
区
衛
生
組
織

活
動
資
金
募
集
」で
す
。昭

和
35
年
に
世
界
保
健
デ
ー

の
4
月
7
日
を「
健
康
感

謝
の
日
」と
定
め
て
以
来
、

毎
年
地
域
ぐ
る
み
の
公
衛

協
活
動
を
行
う
た
め
の
原

動
力
と
し
て
活
動
資
金
を

集
め
て
お
り
、平
成
26
年
度

で
55
回
を
迎
え
ま
す
。募
金

は
、戸
口
や
町
内
会
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
集
め
ら

れ
、各
市
町
公
衛
協
事
務

局
に
集
約
さ
れ
ま
す
。そ
の

後
、各
市
町
で
集
め
ら
れ
た

募
金
が
、募
金
委
員
会（
募

金
を
円
滑
に
か
つ
公
正
に

実
施
し
、募
金
に
関
す
る
一

切
の
業
務
を
処
理
す
る
機

関
）に
集
約
さ
れ
、下
図
の

と
お
り
、公
衛
協
、環
保

協
、事
務
費
に
そ
れ
ぞ
れ
配

分
さ
れ
ま
す
。

　

公
衛
協
に
配
分
さ
れ
た

募
金
は
①
環
境
づ
く
り（
ご

み
の
減
量
化
、道
路
・
河
川

な
ど
の
生
活
美
化
活
動
、脱

温
暖
化
普
及
啓
発
活
動
な

ど
）②
健
康
づ
く
り（
生
活

習
慣
病
予
防
、教
室
や
大

会
の
実
施
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
推
進
な
ど
）に
使
わ
れ
ま

す
。

　

環
保
協
に
配
分
さ
れ
た

募
金
は
、公
衆
衛
生
推
進

委
員
に
か
か
わ
る
各
種
研

修
の
開
催
、公
衆
衛
生
推

進
手
帖
の
作
成
・
配
布
、全

県
共
通
事
業（
1
万
人
の
エ

コ
チ
ェ
ッ
ク
事
業
な
ど
他
3

事
業
）、環
境
と
健
康
の
学

習
ル
ー
ム
の
運
営
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。

　

事
務
費
に
配
分
さ
れ
た

募
金
は
、募
金
事
業
を
Ｐ
Ｒ

す
る
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、

募
金
袋
な
ど
の
作
成
費・送

料
、公
衛
協
か
ら
募
金
委

員
会
へ
振
り
込
む
際
の
振

環境と健
康の学習ルーム環境と健
康の学習ルーム

　②　エコクッキング

お勧めお勧め
グッズ紹介グッズ紹介
お勧め

グッズ紹介

り
込
み
手
数
料
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
募
金
が
、健

康
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
に
す
る
た
め
の
資

金
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま

す
。募
金
の
仕
組
み
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　公衛協ブロック会議を、次のとおり開催します。申込みや詳細につ
いては、各市町公衛協事務局へお問い合わせください。
■主な内容
　○平成26年度地域活動支援センター事業計画について
　○平成26年度全県共通事業重点メニューについて
　○平成26年度環境・健康募金事業のすすめ方
　○事業に向けた意向調査　ほか
■日時・会場　全会場とも10：30～15：00
　○西部・呉ブロック　３月17日（月）
　　　広島県公衆衛生会館６階講堂（広島市）
　○福山・尾三ブロック　３月18日（火）
　　　環境保健協会東部支所３階大会議室（福山市）
　○北部ブロック　３月20日（木）
　　　三次市文化会館２階大会議室（三次市）
■対象　市町公衆衛生推進委員関係者　など

平
成
２５
年
度
公
衛
協
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

自然エネルギーや熱を利用自然エネルギーや熱を利用自然エネルギーや熱を利用
実験や調理実習で楽しく学習

募金の流れ・・・

環境・健康募金は・・・

①公衛協の活動資金
②大切な自主財源
③どう使うか、何に使ったか、目的・使途を明確に

公衆衛生
活動で地
域に還元

市
町
公
衛
協

県
民
・
事
業
所

環保協
【目標額の25％】

募金

配分
配分

配分
募金

事務費
【目標額の10％】

地
区
衛
生
組
織
活
動

 

資
金
募
集
委
員
会

 
（
募
金
委
員
会
）

【目標額の65％】

【目標突破額】
＋

※目標額は世帯数をもとに設定

健
康
で
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
へ

健
康
で
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
へ

健
康
で
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
へ

ご
存
知
で
す
か

ご
存
知
で
す
か 

環
境
・
健
康
募
金

環
境
・
健
康
募
金

ご
存
知
で
す
か 

環
境
・
健
康
募
金

　

ま
た
、使
わ
な
く
な
っ
た

フ
リ
ー
ス
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

新
聞
紙
な
ど
を
活
用
し
、

家
庭
に
あ
る
も
の
で
、手
軽

に
鍋
帽
子
と
同
様
の
効
果

を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
で

き
る
。

　

こ
の
2
つ
の
貸
し
出
し

グ
ッ
ズ
を
利
用
す
れ
ば
、消

費
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゼ
ロ
の
エ

コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
、環
境
学

習
は
も
と
よ
り
、ア
ウ
ト
ド

ア
、レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、防

災
対
策
に
も
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

ぜ
ひ
、グ
ッ
ズ
を
利
用
頂

き
、皆
さ
ま
の
あ
っ
と
驚
く

活
用
レ
シ
ピ
を
当
協
会
に

ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。 

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

■当会の貸し出しグッズの紹介
ソーラークッカー 鍋帽子

名　称：サニークッカー
梱包サイズ：35×84×13cm
集熱器直径：100ｃｍ
重　量：3.5kg
付属品：やかん・フライパン
数　量：１個

名　称：カルピカ
梱包サイズ：85×85×30ｃｍ
集熱器直径：83cｍ
重　量：3.1kg
付属品：やかん・フライパン・片手鍋
数　量：１個

名　称：保温調理グッズ
数　量：４個

（※１）「鍋帽子®」は財団
法人全国友の会振興財
団の登録商標


